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北海道の小児がん連携病院の在り方

・北海道大学病院が中心となって、小児がんに関わる十分な人材、設備、支援体制、
教育体制を備えている３つの大学病院で連携し全道の小児がん診療を牽引する
小児がん専門医・小児外科専門医
多診療科や緩和ケアチーム、多職種の存在
先進医療・治験
長期フォローアップ体制・移行期医療（成人移行支援）
専門研修プログラム

・各大学病院のネットワークを利用し、各地域の主要な総合病院において一定のレベル
の小児がん診療が行えるよう担保する
地域の中核施設との連携ネットワークを利用した小児がん医療や治験などについての協力体制

・総合病院のみならず腫瘍性疾患に特化している専門病院とも連携する
血液腫瘍や骨軟部腫瘍など

・先端的な通信手段を駆使し、距離的問題を可能な限り解消するよう努める
インターネットを利用した情報共有・症例検討・医療相談・研修会ならびに闘病中の患児の学習機械の保持

約80000km2という広大な北海道の地域性に配慮した

小児がん診療体制の構築が必要



北海道ブロック連携施設

◎

◯市立函館病院
◯函館中央病院
・函館五稜郭病院

・砂川市立病院

◯日鋼記念病院

・王子総合病院
・苫小牧市立病院

◯北見赤十字病院

◯帯広厚生病院
◯帯広協会病院

◯市立釧路総合病院
・釧路赤十字病院

北海道全域から患者を受入れ
地域と連携して長期フォローアップ

・名寄市立総合病院

◯稚内市立病院

◯広域紋別病院

◯網走厚生病院

★北海道大学病院

☆札幌医科大学附属病院
☆札幌北楡病院
☆北海道立子ども総合医療・
療育センター（コドモックル）

●北海道がんセンター

・天使病院
・市立札幌病院
・ＫＫＲ札幌医療センター

☆旭川医科大学病院

★☆：カテゴリー1
⚫：カテゴリー2
◯：カテゴリー3



北海道ブロックのカテゴリー別施設について

【カテゴリー1】
★北海道大学病院

小児がん拠点病院、小児血液・がん専門医研修施設
道央・道南・道東に連携ネットワーク

☆札幌医科大学病院
小児血液・がん専門医研修施設、道央・道南・道東に連携ネットワーク

☆旭川医科大学病院
小児血液・がん専門医研修施設、道北に連携ネットワーク

☆北海道子ども総合医療・療育センター（コドモックル）
小児血液・がん専門医研修施設、固形腫瘍の症例数が比較的多い

☆札幌北楡病院
小児血液・がん専門医研修施設、血液腫瘍の症例数が比較的多い

【カテゴリー2】
●北海道がんセンター

小児骨軟部腫瘍の外科的経験値が高く症例数が比較的多い

【カテゴリー3】
（※前スライド◯施設参照）

地域の総合病院として高い医療レベルを保持



診療実績（北海道ブロック）
・2010年-2020年の新規患者総計 （北海道内の小児がん診療病院から収集）

1166症例/11年＝1年間におよそ106例の小児がん診療
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拠点病院と連携病院との連携の促進について

・小児がんメーリングリストの整備 →整備済み
代表者だけではなく、小児がん診療に関わるスタッフ全員をリストに加える
ことで広く情報共有を行う。

・Web会議・テレビ会議システムの導入 →一部を除き整備済み

イントラネットのみならず、セキュリティに十分配慮した上で、インターネット

回線を利用し、新たな投資を最小限に抑えたweb会議システムを構築する。
インターネットの活用による距離的問題を解消する。

・施設を跨いだ定期的な勉強会やカンファレンス
→整備済み

既存の勉強会や研究会だけではなく、上記web会議システムを利用した
小児がん連携病院や全道をカバーするような勉強会、症例検討会を行う。



1. 小児がん医療従事者研修事業
・小児がん医療者研修は、第9回は北海道大学病院の造血幹細胞移植推進事業と合同、
第10回は単独開催で行われた。
・北海道大学病院 腫瘍センターセミナー（小児がん関連 webにて、7月16日、8月20日開催）

北海道大学病院の取り組み（2020年度）(1)

造血幹細胞移植や小児がん治療の進歩に伴い、治療後の長期生存が増えている一方で、
身体的・精神的・社会的な側面で様々な問題を抱えている患者さんも多く、治療終了後の
生活の質（quality of life: QOL）の重要性が問われています。
今回セミナーでは、思春期・若年（AYA）世代がライフ・ステージ毎に迎える、意思決

定のシーンに、がん経験が与える影響、本人・家族が直面する迷いや困難感に気づくため
の学びの場として開催します。特に、AYA世代がん患者の『患者中心の意思決定』につい
て支援者として出来ることは何か、について考えることを目的としています。
移植後患者の診療を行っている行っていないに関わらず、血液診療に携わる全ての施設

および職種の方、移植医療に興味のある方、小児・AYAがん診療に携わる方、皆様のご参
加をお待ちしています。

北海道大学病院 血液内科 TEL：011-706-8523
北海道大学病院 地域医療連携係 TEL：011-706-5629

150名程度
|対者| ഷั内ఐ൧にわる方

小ు・AYAがん൧にわる方
ଢ଼ఊୢ, ୢ学生, ่૧学生

|参加費| ૮料

|定員|199
2020.

(Sat)

|時間| 13:30〜17:30
（開場13:20）

|開ಈ方法| Web式

|日ங|

令和2年度造血幹細胞移植拠点病院研修会 第1回 造血幹細胞移植Webセミナー
令和2年度 第9回 北海道大学病院 小児がん拠点病院Web研修会

文部科学省 多様な新ニーズに対応する『がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）』養成プラン 共催
思春期・若年成人（AYA）世代がん患者の包括的ケア提供体制の 構築に関する研究ྉ（清水ྉ）共催

北海道・AYA世代がん患者・家族支援ネットワーク構築プログラム共催

厚生労働省 造血幹細胞移植医療整備事業 主催・小児がん拠点病院機能強化事業 主催
一般社団法人 ＡＹＡがんの医療と支援のあり方研究会(AYA研） 共催

第5回 ＡＹＡ研 教育セミナー

「ഷัႈ೩で治を受ける
AYA世代がん೩者」の意思決定

さか

参加登録後、登録されたメール
アドレス፝に接続用URL・PW
を送信いたしますので、紛失し
ないようにお願いいたします |ഁめ切り| 2020年9月16日 17:00

https://forms.gle/DBoGx54CQriT1aYa8
|ண込URL|

|ண込| ・必ず事前ணし込みが必要です
・以下ண込URLよりおணし込み
ください

（info@hokudai-hct.org）
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3. 小児がん相談支援事業
・第4回 北海道地域

小児がん相談支援部会
・第7回 市民公開講座

北海道大学病院の取り組み（2020年度）(2)
2. 小児がん拠点病院ネットワーク事業
・第5回 北海道地域小児がん医療提供体制協議会
・北海道の各地域中核病院での研修会、勉強会

北海道大学病院

小児がん拠点病院
●市民公開講座

「小児がんと陽子線治療」

小児がん経験者及びそのご家族、
一般市民、教育Ὁ医療Ὁ行政関係者
どなたでも視聴できます

第7回

2021年2月22日ί月ὸ῍
YouTubeἓἵὅἽスἑὊἚ

【ુಈ】 北海道がん௧ୢ人౫ു成プラン
【協力】 公இଃ੮法人がんの子どもをஹる会 北海道支部

【お問い合わせ】 北海道大学୰ ୢ支ରୖ 地ୠୢ連બ
〒060-8648 ైච市北ય北14西5ഛ目／TEL：011-706-5629

⋛ 「小ు・AYA世代のがんの഻子」
北海道大学୰ ଣೝఐ ၳઇ౸

ଶ本 ේ

⋜ 「഻子を受ける小ుへの่૧」
北海道大学୰ がんଣೝ法่૧ੳ定่૧ప

ଯઢ 子

⋝ 「഻子を受ける子どものこころの」
北海道大学୰ 子どもു支ର

ൂ田 ᅔ子

パソコンからは 北大୰ᇯᯂセンター ਫ਼ด



5. 患者・家族支援
・がん相談室
小児がん専任のMSW

・ピアサポート
小児がん家族サロン「ゆるり」

（コロナ禍により停止中）

がんサロン「なないろ」 （コロナ禍により停止中）
入院中の子どもと家族のための茶話会

（患者会による活動 コロナ禍により底手中）

・教育支援
分校連絡会議（定期開催）
復学支援会議（退院患者ごと開催）

4. キャンサーボード
・血液腫瘍（定期/必要に応じ臨時開催）

・固形腫瘍（定期/必要に応じ臨時開催）
・脳腫瘍（定期/必要に応じ臨時開催）
・移植（移植計画ごと開催）
・陽子線治療（定期/必要に応じ臨時開催）

北海道大学病院の取り組み（2020年度）(3)



北海道大学病院の取り組み（2020年度）(4)

6. AYA世代支援チームの稼働（発足は2018年）

医師（内科(3)、外科(3)、⼩児科、婦⼈科、⽿⿐科、脳神経外科、精神科、放射線科、泌尿器科、⼝腔外科、緩和ケアチーム）、
看護師(がん診療(2)、緩和チーム、⼩児診療)、薬剤師(成⼈、⼩児)、社会福祉⼠(成⼈、⼩児)、⼦ども療養⽀援⼠

・ 『高等学校段階における入院生徒に対する教育保障体制整備事業』の協力病院として登録。
・ ハローワーク職員の来院による「出張ハローワーク」
・ 小児慢性特定疾病の医療費助成につき関係診療科等で情報共有できる体制を整備。
・ 小児がんサバイバーだけでなくAYA患者の長期フォローアップ体制を構築。

（小児内分泌専門医、小児循環器専門医、児童精神科との連携開始
及び、成人血液内科、成人内分泌内科との移行期医療システムを構築し連携開始）

・ がん患者に対する医療費助成や就労支援等，経済的にサポートする社会制度が少なく、
AYA世代の患者のために 特化した相談窓口の明確化と周知。

・ 苦痛等のスクリーニング体制をAYA世代支援にも活用。
・ AYA世代のがんは希少であり患者個々の問題について、キャンサーボードを利用したチームによる

カンファレンスを行う体制を構築。
・ AYA世代への支援機能として大学と地域の連携体制を構築。
・ ピアサポートの体制に関しては、院内は不十分であり今後の課題。



北海道大学病院の取り組み（2020年度）(5)

7. 小児緩和ケアチームの稼働
・多職種での定期カンファレンス（週1回）
・小児支持療法・小児緩和療法、看護、子ども療養、病棟保育、医療福祉などに

関する定期的な勉強会を開催（月1回）
・パンフレットによる小児緩和療法に関する啓蒙と

在宅医療の早期紹介による希望者への在宅以降の円滑化
・グリーフカードの作成

8. 新規治療への取り組み
・国内外の多施設共同臨床研究への積極的な参加の継続
・小児再発難治性ALLに対するCAR-T療法の継続
・難治性神経芽腫に対する１３１I-MIBG療法の実現に向けて核医学講座と連携し

環境整備 及び WGを設置して具体的なマニュアル作りを開始

9. がんパネルへの小児がんの適用
・小児がん難治症例の積極的な導入
・エキスパートパネルへの小児科医参加



小児がん拠点病院としての北海道大学病院
2018年度以前からの取り組み(1)

◆ チームによる集学的治療の実施
・定期的なキャンサーボードの開催

・若手医師や研修医のキャンサーボード参加による小児がん医療への誘致

・成人緩和ケアチームへとの連携と小児緩和ケア医の育成

・小児専任看護師＆CLSによる療育やプレパレーションなどの積極的な展開

◆ 再発・難治がんへの対応
・腫瘍センター内の小児がんチーム➡小児がんセンターへ専任の教員を採用

・小児造血幹細胞移植専用の無菌室増設

・多施設共同臨床研究への積極的参加

・新規治療ならびに治験➡陽子線、細胞治療や分子標的薬、

WT1ペプチドワクチンなどの治験

◆ 病床確保の対応
・北海道大学は北海道地区の小児がん患者にとっての砦

・受け入れの迅速化



◆ 思春期のがん患者/AYA世代への診療と長期フォローアップ
・小児がん診療およびAYA世代診療に全病院を挙げて取り組む体制を構築

・長期フォロー、生殖細胞保存の院内WGをAYAを含めた全世代に拡大

・小児と成人の診療科の連携を確認（小児科➡血液内科、内分泌内科、婦人科など）

◆ 臨床研究の展開、参加
・JCCGなどの多施設共同臨床研究への積極的参加

・小児がん拠点病院を中心とした臨床研究

・成人領域の臨床研究とのコラボレーション

・海外と連携した共同研究

◆ 院内学級の整備

・2015年度から小中学部の分校化し教員数増加。

・2017年度から支援級について養護学校と連携開始。

小児がん拠点病院としての北海道大学病院
2018年度以前からの取り組み(2)



◆ 北海道内外の小児がん診療病院との連携

・北海道全域ならびに本州方面からも患者を受け入れ

・定期的な研究会や症例検討会開催

◆ 地域連携のための取り組み

・小児がん専門医だけでなく小児の全領域の専門医を地域中核病院に派遣し、

長期フォローアップ中の合併症などに対応

・在宅医療機関と連携を強化

・地域中核病院での講演会・勉強会を開催し、大学からも講演に出向く

◆ 人材育成・交流、講演会開催

・小児がん勉強会、カンファレンス、講演会の定例化

◆ 行政（北海道）との連携

・2013年度に北海道と共同で北海道内の小児がん診療の実態調査を実施

・北海道の小児がん連携協議会に北海道の担当者が毎回参加

小児がん拠点病院としての北海道大学病院
2018年度以前からの取り組み(3)



1. 小児がん医療従事者研修事業

2. 小児がん拠点病院ネットワーク事業

2021年小児がん拠点病院事業計画（北海道大学病院）

・小児がん医療者研修（造血幹細胞移植推進事業と共同あり）継続
『AYA世代の教育の保障と就労支援（仮題）』

・北海道大学病院 腫瘍センターセミナー （小児がん関連のテーマを複数回採択継続）
・北海道内小児がん診療施設医療従事者３大学定期勉強会継続

(webを利用した勉強会）

・第6回北海道地域小児がん医療提供体制協議会（道も参加予定）
・北海道の各地域中核病院への医師派遣継続

3. がん相談支援事業

・第5回北海道地域小児がん相談支援部会
・第8回市民公開講座
・小児がん専門相談員研修および小児がん専門相談員継続研修継続
・小児がん拠点病院協議会相談支援部会

（都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会と合同）



・血液腫瘍/脳腫瘍/固形腫瘍/移植/陽子線カンファランスの継続
・成人領域（血液内科・内分泌内科）との連携カンファランスの継続
・長期フォローアップ事業の強化として内分泌や循環器、腎臓、児童精神科領域との勉強会
や連携カンファレンスの継続

・心の悩みや体験等を語り合うための場所及びその機会の維持
・小児がん家族サロン「ゆるり」継続（web等での開催を模索）
・入院中の子どもと家族のための茶話会継続（web等での開催を模索）
・患者間/患者家族間のピアサポート企画
・サバイバーキャンプなど同窓会のような企画

・患者の発育及び教育等に関して必要な環境の整備
2020年度に北海道教育委員会が遠隔システムを導入ずみ
遠隔システムによる病室での実際の学習の試行
入院患者における高等学校教育の保障（北海道・教育委員会との連携）

・分校・病棟連絡会の継続

・退院時の復園及び復学支援の継続

4. キャンサーボード

5. 患者・家族支援

6. AYA世代支援



7. 小児緩和ケアチーム

8. 新規治療への取り組み

・日常診療における実践（成人緩和ケアチームとの協働）
・スタッフのレベルアップのための定期勉強会（多職種の講師を招聘）の継続
・小児サポートチームパンフレット、グリーフカードの作成/活用
・在宅支援

・陽子線治療の拡充
・CAR-T療法の拡充
・１３１I-MIBG療法の導入
・オンコパネルを活用したテーラーメイド治療の推進・継続



今後の継続課題

(1)患者・家族が長期滞在できる施設の増設・整備
・ファミリーハウスの室数の不足
・外来患者の利用ができないなど利用制限（遠方からの患者の外来
治療が困難） →→増設費用や代替案としてのホテル補助には

一定の財政援助が必要である。

(2)小児がん医療に携わる人材の確保
・小児科や小児外科を志望する若い医師の不足
・研修医課程での小児がん診療への接触機会の減少

→→北海道だけでなく道外からの人材を集める
→→小児の診療報酬の増額など小児医療が病院経営に寄与できるような施策
→→小児科医の時間外労働軽減のための取り組み
→→子育て中の女性医師の離職防止と復職支援

(3)Transi,onならびにAYA世代支援への取り組み
・院内教育施設としての高等学校の設置
義務教育でない高等学校の整備はハードルが高い。
小児がん拠点病院については院内教育施設としての高等学校の設置を義務化するなどの
施策がないと現行の教育制度のなかでは、院内施設として高等学校の設置は非常に困難
各自治体には資金的余裕がないため、各自治体の自助努力だけでは実現しない。

・AYA世代への支援体制はまだ不十分だが、院内体制は構築された。
小児がんの長期フォロー、生殖細胞保存の体制を全世代へ拡大。
入院診療、就学、就労などの課題に対して診療科を超えた支援体制構築が必要。


